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１．研究期間およびメンバー

研究期間

研究メンバー

平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日

組織名 実施概要

工場長 福田俊司

係長 豊島崇之

主任 浦田雅臣

教授 安井英斉

准教授 寺嶋光春

北九州市立大学
国際環境工学部

担当者

有機性廃液の選定

発酵処理後の脱水処
理および排水処理工程
への影響確認

株式会社サニックス
ひびき工場

動的応答プロセスシ
ミュレーションの開発

プロセス阻害因子を考
慮したモデル開発
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２-１）有機性廃液処理事業の開始

サニックス ひびき工場

２．研究の背景

海洋投棄が当たり前

自然浄化作用任せの処分。

≪廃液処理の変遷
≫

陸上での浄化処理が必要に

ロンドン条約
採択

海洋投棄
禁止へ

＜イメージ図＞
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 関東以西の排出事業場から収集した廃液を取り扱っている。

排出事業場

（12,000事業場）

積替保管業者

（株）サニックス

４社

九州

関東 東海 中京 関西

２．研究の背景

２-１）有機性廃液処理事業の開始

A社 B社 ・・・ （食品等製造、外食産業の店舗、廃棄飲食料、その他雑廃水、など）

年間受入廃液量

＝約120,000t

 有機性廃液を対象に、１５年以上の処理実績あり。
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２-２）メタン発酵処理の利用拡大と可能性

 メタンガス発生量次第では売電事業化の可能性が出てきた。

２．研究の背景

下水汚泥等の
汚泥の減量化メイン

メタン発酵処理

発生ガス

自家消費

発生ガス

発電し売電へ

メタン発酵処理

 再生可能エネルギー固定価格買取制度（ＦＩＴ）が施行された。

 メタン発酵処理

 固定価格で２０年間全量買取。

 メタン発酵処理も、バイオマス発電として適用。

（２０１２年７月１日）
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３-１）目的

 有機性廃液からバイオガスを取り出し発電し、バイオマス
エネルギーとして活用する。

３．研究の目的

当社取扱有機性廃液（一例）

メタン発酵処理を導入することで‥‥有機性廃液の

リサイクル

これまでは、

クリーンなエネルギーとして取出し可能！

自然界への負荷を下げるため、

単に廃棄物として有機汚濁成分を

処理していた。

発酵槽

ﾊﾞｲｵｶﾞｽ 発電

＜イメージ図＞
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【リサイクルプロセス】

【液処理】
活性汚泥処理

高度処理

余剰汚泥
ろ液

【排出】
下水道放出処理液

【搬出】

コンポスト原料脱水汚泥

【脱水】
スクリュープレス

有機性廃液

余剰汚泥
発酵槽処理液

260t/日

【受入】
有機性廃液

約300㎥/日

メタン発酵用
有機性廃液

40t/日

メタン発酵槽

【発電】

ガス発電機

【売電】
FIT制度利用
単価39円/kw

バイオガス
発生

調整槽

酸敗槽
ｐＨ調整槽

課題Ａ

課題Ｂ

３-２）めざす姿と研究課題

３．研究の目的

 課題Ａ：メタン発酵に適した有機性廃液の確保

 課題Ｂ：メタン発酵連続処理性能確認
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４－１）メタン発酵に適した有機性廃液の確保（１）

 回分試験による有機性廃液の選定方法

４．研究成果

※TS：蒸発残留物量（105℃乾燥時の残留物を測定）

【実験条
件】

【ガス発生量算出方
法】

・種汚泥 消化汚泥
・発酵温度 ３５℃
・発酵時間 約１４日間
・試料添加割合

０．２ｇ‐試料TS／ｇ‐消化汚泥TS

発酵日数

メタンガス量 廃液＋消化汚泥によ
るガス発生量

消化汚泥によるガス
発生量

廃液によるガス発生量

【実験装
置】
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４－１）メタン発酵に適した有機性廃液の確保（２）

４．研究成果

 有機性廃液の選定結果

 有機性廃液以外（有機性廃液の代替）

 搬入車両（選抜）+関東地区廃液（全量） ⇒日量４０ｔ以上確保可

 脱水汚泥 ⇒利用可

 スカム ⇒少量であれば利用可（消化汚泥とのＴＳ比0.1以下）

 野菜くず等 ⇒利用可（ただし、市場規模は限定的）

２０年間の長期に亘り、投入物の確保は可能

地区 運搬方法 特徴 実験結果 備考

九州・中国 車両 個別廃液の分別可能 約30t/日は利用可能

関西 未測定 個別廃液確保不可

中京 不可

東海 未測定 新規開設のため

関東 10t/日以上は利用可能 船舶全量利用可

船舶 個別廃液の分別困難
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４．研究成果

４－２）メタン発酵連続処理性能確認（１）

ﾋｰﾀｰ

バイオガス有機性廃液

処理液

撹拌子

発酵槽

【実験装
置】

【廃液組
成】

【実験手順】

・一日一回、処理液を抜き、
有機性廃液を供給
・バイオガス発生量を計測
・有機性廃液のＣＯＤｃｒと供給量から
槽負荷を計算
・処理液のＣＯＤｃｒとガス発生量から
メタン発酵処理性能を評価

（5L）
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 １０３種の有機性廃液を逐次投入し、

処理工程の分解パラメータの把握

⇒実験結果とシミュレーション結果が類似

 分解パラメータが取得でき、

メタン転換率を高精度で設計計算可能

 ＣＯＤｃｒ槽負荷を段階的増加させ、

連続処理による安定性を確認

⇒槽負荷：5.2kg/㎥/日までは安定

⇒バイオガス発生量：12L/日
（メタン濃度：60%）

⇒メタンガス発生量：7.2L/日
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平均パラメータによる計算

実験結果: Y=0.779X
モデル: Y=0.745X
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（メタン転換率0.79となり、上記実験と近似）

ＣＯＤｃｒ槽負荷5.2kg/㎥/日程度までは

安定処理可能

４．研究成果

４－２）メタン発酵連続処理性能確認（２）
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 食品廃液は特に酸発酵しやすい

 過剰な投入条件下では酸敗が発生しメタン発酵プロセスを阻害

 ２４時間以内に酸敗の可能性を評価

 廃液の添加量（Ｆ／Ｍ比）を段階的に変えた複数の条件を用意

 pHの低下や低級脂肪酸の蓄積を検出

バイオガス
ｐＨ、低級脂肪酸

消化汚泥 (Microorganism 40 gCOD/L)

食品廃液 (Food, 20～80 gCOD/L)

F/M比 = 0.5 ～ 2.0

４．研究成果

４－３）迅速試験による酸敗検出法の確立（１）
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 Ｆ／Ｍ比0.5で、10時間以内にｐＨの低下、酢酸と酪酸の蓄積

 実際の運転管理上は、

Ｆ／Ｍ比を低く設定する

ことで、“酸敗しない”条件も

得られ、酸敗発生の臨界

となるＦ／Ｍ比を把握可能

 今後、実廃液を用いた

検証予定

臨界Ｆ／Ｍ比から投入負荷の大小を検討調整し、酸敗リスクの低減が可能

pH

溶
解
性

T
O

C
 (
m

gC
/
L
) 

N
H

x
(m

gN
/
L
)

Batch reaction time (d)

4

5

6

7

8

0

4000

8000
pH

TOCsol.

NHx

F/M = 0.5

4

5

6

7

0

4000

8000 F/M = 1.0

4

5

6

7

0

4000

8000

0 0.3 0.6 0.9 1.2 1.5

F/M = 2.0

溶
解
性
の
炭
水
化
物

(m
g/

L
)

酢
酸

, 
酪
酸
濃
度

(m
g/

L
)

Batch reaction time (d)

0

2000

4000

0

4000

8000

Acetate
Butyrate

Sugar
F/M = 0.5

00

2000

4000

4000

8000 F/M = 1.0

0

2000

4000

0

4000

8000

0 0.3 0.6 0.9 1.2 1.5

F/M = 2.0

４．研究成果

４－３）迅速試験による酸敗検出法の確立（２）



15

有機性廃液

４０㎥/日

ＣＯＤｃｒ槽負荷

５．２kg/㎥/日

メタン発酵槽（1000㎥）

既設水処理施設

メタンガス

１４４０㎥/日

４２２８kw/日

メタン発酵設備を導入することで・・・

５．まとめ

２年間のプロジェクト研究成果

 日量４０t以上のメタン発酵に適した有機性廃液を確保可能

 ＣＯＤｃｒ槽負荷約５kg/㎥/日までは安定処理可能

 酸敗検出法を利用することで、酸敗リスクの低減が可能

 日量１４４０㎥のメタンガスが発生し、４２２８kwの発電が可能

 年間５９百万円（１６万５千円、３６０日）の売電収入が見込める

【売電収入】

１６万５０００円/日

≪試算条件≫

発電能力：23kw/7.8㎥-CH4

売電単価：39円/kw
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ご清聴ありがとうございました。


